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序
　
章
　
華
族
と
華
族
動
物
学
者
た
ち

本
書
『
近
代
華
族
動
物
学
者
列
伝
』
で
描
く
の
は
、
華
族
と
呼
ば
れ
る
特
権
的
な
家
々
に
生
ま
れ
た
動
物
学
者
た
ち
の
生

き
様
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
書
を
列
伝
形
式
に
し
た
の
に
は
意
味
が
あ
る
。
筆
者
は
史
伝
作
家
の
海
音
寺
潮
五
郎
の
フ
ァ
ン

で
、
な
か
で
も
愛
読
し
た
の
が
『
武
将
列
伝
』『
悪
人
列
伝
』
で
あ
る
。
ま
た
、
新
保
良
明
『
ロ
ー
マ
帝
国
愚
帝
列
伝
』
も

著
者
の
筆
致
が
軽
快
で
あ
る
う
え
に
、
ま
た
ロ
ー
マ
帝
国
に
は
愚
帝
の
登
場
が
相
次
ぐ
素
因
が
も
と
も
と
あ
っ
た
こ
と
が
、

わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。
一
冊
の
本
全
体
で
、
単
独
の
人
物
を
描
き
切
る
専
門
書
は
、
概
し
て
敷
居
が
高
い
。
そ

こ
で
筆
者
は
、
華
族
動
物
学
者
た
ち
の
生
涯
は
、
章
ご
と
に
主
役
が
入
れ
替
わ
る
列
伝
形
式
で
描
く
方
が
な
じ
み
や
す
い
と

考
え
た
。
第
一
章
以
降
、
こ
の
列
伝
形
式
で
華
族
動
物
学
者
た
ち
を
取
り
上
げ
て
い
く
。
そ
の
前
に
、
序
章
で
は
そ
も
そ
も

華
族
と
は
何
か
、
ま
た
華
族
動
物
学
者
は
な
ぜ
帝
国
議
会
に
も
籍
を
置
い
て
い
た
か
な
ど
を
解
説
し
よ
う
。

●
1

　

―
　

華
族
制
度
と
華
族
学
者
た
ち

榎
本
武
揚
率
い
る
旧
幕
府
軍
が
函
館
で
降
伏
し
た
翌
月
の
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
六
月
、「
公
卿
諸
侯
之
称
廃
せ
ら
れ
、

改
て
華
族
と
称
す
べ
し
」
と
の
行
政
官
達
第
五
四
三
号
で
、
公
家
と
諸
侯
（
藩
主
）
を
あ
わ
せ
た
華
族
と
い
う
貴
族
集
団
が

設
定
さ
れ
た
。
明
治
二
年
の
時
点
で
は
、
公
家
や
諸
侯
は
「
華
族
」
と
の
一
括
り
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
政
府
内
の

種
々
の
議
論
を
経
て
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
七
月
に
制
定
さ
れ
た
の
が
華
族
令
で
あ
る
。
こ
の
華
族
令
に
よ
っ
て
、
公
、
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侯
、
伯
、
子
、
男
爵
の
五
種
の
爵
位
お
よ
び
そ
の
序
列
、
華
族
の
特
権
や
義
務
が
規
定
さ
れ
、
近
代
華
族
制
度
が
整
っ
た
。

そ
し
て
、
華
族
た
ち
は
祖
国
が
大
東
亜
戦
争
に
敗
れ
た
後
、
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
た
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
五
月

三
日
の
そ
の
日
ま
で
、
そ
の
地
位
と
特
権
を
保
持
し
続
け
た
。

明
治
維
新
後
、
旧
公
家
や
大
名
、
そ
し
て
維
新
の
勲
功
に
よ
っ
て
爵
位
を
得
た
華
族
の
子
息
た
ち
は
、
公
務
（
陸
海
軍
人

や
官
吏
）、
銀
行
業
、
交
通
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
職
種
に
就
い
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
の
分
野
が
博
物
学
で
あ
る
。

研
究
に
没
頭
で
き
る
時
間
と
経
済
力
を
持
ち
、
ま
た
専
門
書
に
触
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
華
族
が
、
い
わ
ば
趣
味
的
な
学
問

の
博
物
学
の
世
界
に
雄
飛
し
た
の
は
あ
る
意
味
当
然
だ
（
注
①
）。
山
階
鳥
類
研
究
所
を
設
立
し
た
山
階
芳
麿
侯
爵
（
一
九
〇

〇
―
一
九
八
九
）
や
、〝
鳥
の
公
爵
〟
と
称
さ
れ
た
鷹
司
信
輔
公
爵
（
一
八
八
九
―
一
九
五
九
）、
黒
田
長
禮
侯
爵
（
一
八
八
九

―
一
九
七
八
）、
生
物
地
理
学
の
蜂
須
賀
線
に
名
を
残
す
蜂
須
賀
正
氏
侯
爵
（
一
九
〇
三
―
一
九
五
三
）
な
ど
の
鳥
類
学
者
た

ち
が
そ
の
代
表
と
い
え
る
。
一
方
で
、
こ
れ
ら
錚
々
た
る
鳥
類
学
者
た
ち
か
ら
知
名
度
は
大
き
く
落
ち
る
が
、
昆
虫
学
者

（
博
物
学
者
）
の
高
千
穂
宣
麿
男
爵
（
一
八
六
四
―
一
九
五
〇
）
や
応
用
昆
虫
学
者
の
中
川
久
知
（
一
八
五
九
―
一
九
二
一
）、
蝶

類
学
者
の
仁
禮
景
雄
（
一
八
八
四
―
一
九
二
六
）
な
ど
も
華
族
動
物
学
者
で
あ
る
。

こ
こ
で
小
田
部
雄
次
『
華
族
』
を
参
考
に
し
て
、
華
族
制
度
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
爵
位
所
持
者
と
華
族

は
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
。
爵
位
は
そ
の
家
の
戸
主
だ
け
が
持
つ
。
一
方
、
華
族
と
は
爵
位
を
持
つ
戸
主
と
、
そ
の
同
一
戸
籍

の
家
族
全
体
を
指
す
。
よ
う
す
る
に
、
爵
位
を
持
つ
家
の
当
主
に
加
え
、
配
偶
者
や
子
女
全
員
が
華
族
だ
が
、
戸
主
の
次
男

や
三
男
が
分
家
し
た
り
、
娘
が
平
民
の
家
に
嫁
に
行
っ
た
り
す
る
と
、
そ
の
時
点
で
華
族
で
は
な
く
な
る
。
前
述
の
中
川
久

知
や
仁
禮
景
雄
は
華
族
動
物
学
者
の
一
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
次
男
坊
と
四
男
坊
な
の
で
、
中
川
伯

爵
家
と
仁
禮
子
爵
家
を
継
ぐ
こ
と
は
な
く
、
終
生
爵
位
を
持
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
両
名
は
若
く
し
て
実
家
か
ら
分

家
し
た
の
で
、
平
民
と
し
て
生
涯
を
終
え
て
い
る
（
注
②
）。
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●
2

　

―
　

爵
位
と
経
済
力

明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
、
旧
公
卿
や
諸
侯
へ
の
爵
位
は
明
治
以
前
の
家
格
や
石
高
な
ど
を
基
準
に
し
た
叙
爵
内
規
に

従
っ
て
、
各
家
に
授
け
ら
れ
た
。
爵
位
決
定
は
こ
の
叙
爵
内
規
が
厳
格
に
適
用
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
戊
辰
戦
争
で
賊
軍
と
な

っ
た
藩
主
は
低
い
爵
位
し
か
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
俗
説
に
す
ぎ
な
い
。
叙
爵
内
規
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
浅
見

雅
男
『
華
族
誕
生
』
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
内
規
に
従
っ
た
結
果
、
旧
公
卿
の
場
合
、
五
摂
家
は
公
爵
、
太
政
大

臣
に
な
れ
る
家
格
の
清
華
家
は
侯
爵
、
内
大
臣
や
大
納
言
を
極
官
と
す
る
大
臣
家
等
は
伯
爵
と
な
っ
た
。
一
方
、
旧
大
名
の

場
合
は
、
徳
川
宗
家
と
、
維
新
に
絶
大
な
功
が
あ
っ
た
島
津
・
毛
利
両
家
が
公
爵
、
徳
川
御
三
家
や
現
米
一
五
万
石
以
上
の

大
藩
が
侯
爵
、
旧
御
三
卿
や
現
米
一
五
万
石
未
満
の
中
藩
が
伯
爵
、
現
米
五
万
石
未
満
の
小
藩
が
子
爵
に
振
り
分
け
ら
れ
た
。

極
端
に
単
純
に
い
う
と
、
江
戸
期
の
藩
の
石
高
で
旧
藩
主
の
お
お
よ
そ
の
爵
位
が
決
ま
っ
た
。
無
論
、
旧
領
の
大
き
さ
だ
け

で
単
純
に
爵
位
が
決
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
仙
台
伊
達
家
と
越
前
松
平
家
は
、
江
戸
期
は
そ
れ
ぞ
れ
六
二
万

石
と
三
二
万
石
の
国
持
大
名
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
授
け
ら
れ
た
爵
位
は
と
も
に
伯
爵
で
あ
る
（
越
前
松
平
家
は
維

新
の
功
に
よ
っ
て
、
の
ち
に
侯
爵
に
陞
爵
し
た
）（
注
③
）。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
本
書
で
取
り
上
げ
る
鷹
司
信
輔
は
旧
五
摂
家

出
身
な
の
で
公
爵
、
黒
田
長
禮
と
蜂
須
賀
正
氏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
万
石
お
よ
び
二
五
万
石
の
旧
大
名
家
な
の
で
侯
爵
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。

旧
公
家
・
大
名
以
外
で
は
、
維
新
で
活
躍
し
た
旧
藩
士
の
志
士
た
ち
も
授
爵
し
た
。
ま
た
、
全
国
の
大
神
社
の
中
か
ら
神

職
一
四
家
が
男
爵
の
爵
位
を
授
け
ら
れ
た
。
第
六
章
の
博
物
学
者
高
千
穂
宣
麿
は
、
こ
の
神
職
華
族
の
一
員
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
明
治
以
降
、
西
南
戦
争
、
日
清
・
日
露
両
戦
役
で
軍
功
を
立
て
た
軍
人
や
、
外
交
や
内
政
で
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
た
も

の
も
順
次
、
華
族
に
列
せ
ら
れ
て
い
っ
た
。
仁
禮
景
雄
の
父
・
景
範
は
西
南
戦
争
等
の
功
績
に
よ
っ
て
子
爵
と
な
っ
た
海
軍

軍
人
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
第
七
章
の
田
中
芳
男
は
、
長
年
の
官
僚
お
よ
び
貴
族
院
議
員
と
し
て
の
業
績
に
よ
っ
て
、
死
去
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半
年
前
に
男
爵
と
な
っ
た
。
い
わ
ば
本
人
の
実
力
で
爵
位
を
勝
ち
取
っ
た
点
で
、
家
柄
だ
け
で
華
族
と
な
っ
て
い
た
黒
田
や

高
千
穂
ら
と
は
事
情
が
ま
っ
た
く
異
な
る
。

細
か
い
爵
位
の
話
は
さ
て
お
き
、
華
族
の
経
済
力
に
つ
い
て
も
見
て
み
よ
う
。
近
代
日
本
の
華
族
は
お
お
よ
そ
欧
州
の
貴

族
に
該
当
す
る
が
、
華
族
の
皆
が
皆
金
持
ち
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
奈
良
興
福
寺
の
僧
職
で
、
明
治
以
降
還
俗
し
て
華
族

に
列
せ
ら
れ
た
二
六
家
を
奈
良
華
族
と
呼
ぶ
が
、
経
済
的
に
苦
し
か
っ
た
い
く
つ
か
の
家
は
後
に
爵
位
を
返
上
し
て
し
ま
っ

た
。
華
族
と
し
て
の
体
面
を
保
つ
資
産
が
な
い
、
と
い
う
の
が
理
由
で
あ
る
。

明
治
以
降
、
華
族
た
ち
は
起
業
や
投
資
に
よ
っ
て
資
産
形
成
に
励
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
蓄
財
が
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
は

運
と
力
量
次
第
で
あ
る
。
蜂
須
賀
侯
爵
家
の
よ
う
に
北
海
道
に
日
本
有
数
の
大
農
場
を
経
営
で
き
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
仁

禮
子
爵
家
は
農
場
お
よ
び
塩
田
経
営
に
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
（
第
八
章
）。

旧
諸
侯
の
武
家
華
族
は
概
し
て
経
済
的
に
恵
ま
れ
て
い
た
。
旧
石
高
が
五
万
石
以
上
の
武
家
華
族
は
、
第
十
五
国
立
銀
行

に
預
金
し
た
禄
券
額
の
利
子
だ
け
で
生
活
で
き
た
の
で
、
無
職
の
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
（
刑
部
『
三
条
実
美
』）。
そ
し
て
、

明
治
以
前
の
石
高
の
大
き
さ
が
維
新
以
後
の
彼
ら
の
経
済
力
を
測
る
目
安
と
な
る
。
さ
ら
に
、
江
戸
期
の
石
高
と
爵
位
は
ほ

ぼ
直
結
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
言
う
と
爵
位
の
差
は
経
済
力
の
差
で
も
あ
る
。
鳥
類
学
者
で
黒
田
長
禮
と

蜂
須
賀
正
氏
の
両
侯
爵
が
世
界
の
あ
ち
こ
ち
を
回
り
、
鳥
類
の
剥
製
標
本
を
か
き
集
め
ら
れ
た
の
は
、
一
に
も
二
に
も
彼
ら

が
旧
大
大
名
の
侯
爵
で
、
自
在
に
使
え
る
カ
ネ
を
潤
沢
に
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
同
じ
華
族
動
物
学
者
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
千
穂
宣
麿
の
採
集
旅
行
の
行
き
先
が
せ
い
ぜ
い
琉
球
に
留
ま
っ
た
の
は
、
彼
が
神
職
の
男
爵
で
あ
り
、

常
に
カ
ネ
に
困
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
蝶
類
学
者
の
仁
禮
景
雄
は
南
米
と
欧
州
を
巡
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
仁
禮

は
雑
誌
記
者
と
し
て
の
仕
事
で
海
外
渡
航
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
実
家
の
仁
禮
子
爵
家
の
資
産
に
頼
っ
た
渡
欧
で
は
な
い
。
実

際
、
彼
の
南
米
と
欧
州
滞
在
が
、
後
の
研
究
成
果
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
雑
誌
記
者
と
し
て
渡
欧
し
て
い
る
以

上
、
仁
禮
は
現
地
で
虫
捕
り
網
を
ふ
る
っ
て
ば
か
り
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
海
外
で
自
由
気
ま
ま
に
鳥
を
追
え
た
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黒
田
や
蜂
須
賀
と
は
事
情
が
大
き
く
異
な
る
。

爵
位
の
違
い
が
生
み
出
す
経
済
力
の
著
し
い
格
差
。
こ
の
カ
ネ
の
有
無
が
、
華
族
動
物
学
者
の
研
究
対
象
の
選
択
に
大
き

く
影
響
し
た
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
仮
説
で
あ
り
、
本
書
の
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
書

末
の
終
章
で
総
括
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

●
3

　

―
　

帝
国
議
会
議
員
の
華
族
動
物
学
者
た
ち

こ
こ
で
本
書
に
て
取
り
上
げ
る
華
族
動
物
学
者
た
ち
を
専
門
分
野
と
と
も
に
爵
位
順
に
列
記
し
て
み
よ
う
。

（
1
）
鷹
司
信
輔
公
爵
、
鳥
類
学
。

（
2
）
黒
田
長
禮
侯
爵
、
鳥
類
学
。

（
3
）
蜂
須
賀
正
氏
侯
爵
、
鳥
類
学
。

（
4
）
三
島
弥
太
郎
子
爵
、
昆
虫
学
。

（
5
）
高
千
穂
宣
麿
男
爵
、
博
物
学
（
昆
虫
学
）。

（
6
）
田
中
芳
男
男
爵
、
博
物
学
。

（
7
）
中
川
久
知
、
応
用
昆
虫
学
。

（
8
）
仁
禮
景
雄
、
昆
虫
学
（
蝶
類
学
）。

（
9
）
名
和
靖
（
平
民
）、
昆
虫
学
。

本
章
1
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
中
川
と
仁
禮
は
華
族
家
の
生
ま
れ
で
は
あ
る
が
、
爵
位
は
な
い
。
ま
た
、（
9
）
の
名
和

靖
は
平
民
な
の
で
、
本
来
な
ら
『
近
代
華
族
動
物
学
者
列
伝
』
に
掲
載
さ
れ
る
資
格
の
な
い
、
い
わ
ば
番
外
者
で
あ
る
。
し
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か
し
、
彼
が
設
立
し
た
私
立
の
昆
虫
研
究
所
が
、
華
族
動
物
学
者
た
ち
の
強
力
な
支
援
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。
華
族
学
者
が
ど
の
よ
う
な
形
で
名
和
を
援
助
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
、
あ
え
て
名
和
を
本
書
で

取
り
上
げ
た
次
第
で
あ
る
。

こ
れ
ら
九
名
の
学
者
の
う
ち
、
有
爵
位
者
の
上
位
六
名
は
い
ず
れ
も
貴
族
院
議
員
で
あ
る
。
ま
た
、
七
番
目
の
中
川
久
知

は
衆
議
院
議
員
を
一
期
務
め
た
。
つ
ま
り
、
全
九
名
の
う
ち
七
名
は
、
今
風
に
い
う
と
国
会
議
員
経
験
者
で
あ
る
。

現
在
の
国
会
議
員
は
、
議
員
に
な
り
た
い
人
が
必
死
に
選
挙
活
動
を
し
た
後
に
な
れ
る
職
業
だ
。
衆
議
院
の
選
挙
制
度
に

つ
い
て
は
、
戦
前
の
帝
国
議
会
と
戦
後
の
国
会
で
似
通
る
部
分
は
多
い
。
中
川
久
知
は
現
在
の
与
野
党
代
議
士
の
ご
と
く
、

涙
ぐ
ま
し
い
選
挙
活
動
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
そ
の
地
位
を
得
た
（
第
四
章
）。
一
方
で
、
帝
国
議
会
の
貴
族
院
は
、
議
員

の
選
出
方
法
が
戦
後
の
衆
議
院
と
参
議
院
と
は
ま
っ
た
く
違
う
。
そ
し
て
、
そ
の
独
特
な
選
出
方
法
は
、
鷹
司
や
蜂
須
賀
、

黒
田
な
ど
の
議
員
活
動
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
紹
介
し
て
お
く
。
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
二
月
公
布
の
貴

族
院
令
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
議
員
で
も
っ
て
貴
族
院
を
構
成
す
る
と
定
め
ら
れ
た
。

（
1
）
皇
族
（
た
だ
し
成
年
男
子
の
み
）

（
2
）
満
二
五
歳
以
上
の
公
爵
と
侯
爵

（
3
）
満
二
五
歳
以
上
の
伯
爵
・
子
爵
・
男
爵
か
ら
互
選
で
選
ば
れ
た
も
の
。
任
期
七
年

（
4
）
満
三
〇
歳
以
上
男
子
で
、
国
家
に
勲
労
が
あ
る
、
ま
た
は
学
識
が
あ
る
も
の
か
ら
勅
任
さ
れ
た
も
の

（
5
）
各
府
県
で
満
三
〇
歳
以
上
の
男
子
の
多
額
納
税
者
か
ら
互
選
で
選
ば
れ
た
も
の
。
任
期
七
年

爵
位
は
男
性
し
か
持
て
な
い
の
で
、
必
然
的
に
（
1
）
か
ら
（
5
）
ま
で
す
べ
て
が
男
性
と
な
る
。
衆
議
院
も
含
め
戦
前

日
本
に
は
女
性
国
会
議
員
が
い
な
か
っ
た
の
は
周
知
の
と
お
り
だ
。
本
書
で
扱
う
鷹
司
、
黒
田
、
蜂
須
賀
、
三
島
、
高
千
穂
、
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田
中
の
六
人
の
貴
族
院
議
員
の
う
ち
、
鷹
司
、
黒
田
、
蜂
須
賀
は
公
侯
爵
家
の
生
ま
れ
だ
か
ら
、
二
五
歳
以
上
に
な
り
、
か

つ
親
か
ら
爵
位
を
受
け
継
い
だ
時
点
で
、
自
動
的
に
世
襲
の
貴
族
院
議
員
に
な
っ
た
。
本
書
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
鳥
類

学
者
の
山
階
芳
麿
の
爵
位
は
侯
爵
な
の
で
、
彼
も
ま
た
貴
族
院
議
員
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
公
侯
爵
議
員
は
議
員
歳
費
を
も

ら
え
な
か
っ
た
の
で
（
内
藤
『
貴
族
院
』）、
彼
ら
は
議
員
に
な
れ
る
と
い
う
よ
り
は
、
義
務
と
し
て
議
員
を
さ
せ
ら
れ
る
と

表
現
し
た
方
が
正
し
い
。
こ
の
三
人
の
議
員
活
動
が
概
し
て
低
調
だ
っ
た
の
も
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。

次
に
三
島
子
爵
と
高
千
穂
男
爵
は
、
選
挙
で
勝
た
な
け
れ
ば
議
員
に
な
れ
な
い
。
貴
族
院
に
解
散
は
な
い
の
で
選
挙
は
七

年
ご
と
に
行
わ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
た
だ
し
、
議
員
の
死
去
等
で
欠
員
が
生
じ
る
と
任
期
途
中
で
も
補
欠
選
挙
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
な
お
、
伯
子
男
爵
の
議
員
選
挙
は
同
爵
位
者
の
な
か
で
の
互
選
な
の
で
、
爵
位
が
異
な
る
三
島
と

高
千
穂
が
票
を
争
う
と
の
事
態
が
生
じ
る
余
地
は
な
い
。
伯
子
男
爵
議
員
選
挙
は
あ
く
ま
で
互
選
が
建
前
な
の
で
、
立
候
補

し
た
人
間
が
昇
り
を
立
て
て
自
分
の
名
前
を
街
頭
で
連
呼
す
る
方
式
で
は
な
い
。
形
式
と
し
て
は
小
中
学
校
の
ク
ラ
ス
委
員

長
の
選
出
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
た
だ
、
し
ょ
せ
ん
そ
こ
は
政
治
の
世
界
。
選
挙
が
近
づ
く
と
、
議
員
ポ
ス
ト
を
め

ぐ
っ
て
、
虚
々
実
々
の
駆
け
引
き
が
あ
っ
た
。
伯
子
男
爵
議
員
は
高
い
給
料
が
も
ら
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
議
員
に

な
り
た
い
華
族
は
同
じ
爵
位
を
持
つ
有
力
者
宅
を
訪
ね
、「
次
の
選
挙
で
は
、
な
に
と
ぞ
拙
者
を
よ
ろ
し
く
」
と
頼
み
込
ん

だ
（
注
④
）。
財
政
基
盤
が
弱
く
、
議
員
歳
費
が
喉
か
ら
手
が
出
る
ほ
ど
欲
し
い
子
男
爵
華
族
は
、
死
に
物
狂
い
で
運
動
し

た
は
ず
で
あ
る
。
三
島
弥
太
郎
は
子
爵
の
実
力
者
だ
っ
た
か
ら
、
選
挙
の
た
び
に
気
を
揉
む
必
要
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、

政
界
の
有
力
者
で
は
な
か
っ
た
高
千
穂
は
違
う
。
こ
の
人
は
議
員
に
な
り
た
く
て
な
り
た
く
て
、
必
死
に
運
動
し
、
よ
う
や

く
議
員
ポ
ス
ト
を
つ
か
ん
だ
。
そ
の
あ
た
り
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
第
六
章
で
述
べ
る
こ
と
と
し
よ
う
。

一
方
、
田
中
芳
男
（
第
七
章
）
は
高
千
穂
と
同
じ
男
爵
で
あ
る
が
、
男
爵
華
族
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
た
議
員
で
は
な
く
、

（
4
）
の
終
身
の
勅
選
議
員
に
該
当
す
る
。
よ
っ
て
、
田
中
は
七
年
ご
と
の
選
挙
に
杞
憂
す
る
こ
と
な
く
、
議
員
活
動
に
打

ち
込
む
こ
と
が
で
き
た
。
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華
族
履
歴
と
参
議
院
所
蔵
の
議
員
履
歴
書

華
族
た
ち
の
生
涯
を
知
る
一
つ
の
重
要
資
料
が
『
華
族
履
歴
』
で
あ
る
。『
華
族
履
歴
』
と
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
が
所
蔵

す
る
資
料
の
一
群
で
、
文
字
ど
お
り
華
族
個
人
の
履
歴
書
が
収
録
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。
そ
の
記
載
項
目
は
既
刊
の
『
昭
和

新
修
華
族
家
系
大
成
』『
平
成
新
修
旧
華
族
家
系
大
成
』
の
旧
華
族
名
簿
資
料
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
履
歴
書
の
原
文

自
体
は
未
刊
行
の
ま
ま
だ
。
各
華
族
の
履
歴
書
の
中
身
は
、
書
式
が
ま
っ
た
く
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
福
井
藩

士
の
堤
正
誼
男
爵
（
維
新
後
は
宮
内
官
僚
）
の
履
歴
書
に
は
幕
末
の
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
禁
門
の
変
で
敵
を
一
人
討
ち
取

っ
た
、
と
の
個
人
的
武
者
働
き
に
ま
で
言
及
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
同
じ
く
福
井
藩
出
身
の
医
師
の
岩
佐
純
男
爵
の
履
歴
に

は
生
年
以
外
の
明
治
維
新
前
の
項
目
が
一
切
な
い
の
で
あ
る
（
拙
文
「
福
井
藩
医
師
岩
佐
純
及
び
橋
本
綱
常
履
歴
書
」）。
ま
た
、

鷹
司
信
輔
の
履
歴
書
は
華
族
制
度
が
消
滅
し
た
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
で
途
切
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
高
千
穂
宣
麿

は
昭
和
二
五
（
一
九
五
〇
）
年
に
死
去
し
た
こ
と
が
ち
ゃ
ん
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
高
千
穂
に
つ
い
て
は
、
華
族
制
度
が

な
く
な
っ
て
以
降
も
、『
華
族
履
歴
』
に
死
去
の
項
目
が
書
き
加
え
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
点
は
不
明
だ
。
何
は
と
も
あ
れ
、

華
族
学
者
た
ち
の
生
涯
を
知
る
う
え
で
、
彼
ら
の
履
歴
書
は
重
要
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、『
華
族
履
歴
』
は
彼
ら
の
職
歴
だ

け
で
な
く
、「
年
俸
〇
円
」
な
ど
、
彼
ら
が
も
ら
っ
た
カ
ネ
の
動
き
が
一
部
読
み
取
れ
る
点
も
大
変
あ
り
が
た
い
。

貴
族
院
に
籍
を
置
い
た
華
族
学
者
の
別
の
履
歴
書
と
し
て
、
現
在
の
参
議
院
が
所
蔵
し
て
い
る
『
貴
族
院
議
員
履
歴
書
』

が
あ
る
。
現
物
を
見
せ
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
参
議
院
事
務
局
に
「
誰
そ
れ
の
履
歴
書
を
見
た
い
」
と
申
し
込

む
。
す
る
と
、
後
日
事
務
局
で
翻
刻
さ
れ
た
も
の
が
送
付
さ
れ
て
く
る
と
の
手
順
を
踏
む
。『
貴
族
院
議
員
履
歴
書
』
は
、

記
載
項
目
が
貴
族
院
議
員
に
な
っ
て
い
る
時
期
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
内
容
そ
の
も
の
は
『
華
族
履
歴
』
と
比

べ
る
と
少
な
い
。
し
か
し
、『
華
族
履
歴
』
未
記
載
の
項
目
も
若
干
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
調
べ
る
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。

な
お
、
筆
者
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
現
在
の
衆
議
院
事
務
局
か
ら
は
「
衆
議
院
は
戦
前
の
衆
議
院
議
員
の
履
歴
書
を
保
管
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せ
ず
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

●
5

　

―
　

帝
国
議
会
議
事
録
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の
：
憲
政
史
上
初
の
乱
闘
議
会
を
例
に
し
て

本
書
は
、
九
人
の
動
物
学
者
を
取
り
上
げ
る
が
、
科
学
史
視
点
で
彼
ら
の
研
究
業
績
の
再
評
価
を
試
み
る
の
は
主
な
目
的

で
は
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
九
人
の
学
者
の
う
ち
、
七
人
は
帝
国
議
会
議
員
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
議
会
議
事
録
か
ら
帝
国
議

会
の
本
議
会
や
委
員
会
の
場
で
彼
ら
が
何
を
語
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
の
が
一
番
大
き
な
狙
い
だ
。
で
は
、

な
ぜ
筆
者
は
議
会
議
事
録
に
こ
だ
わ
る
の
か
？

そ
れ
は
、
議
事
録
が
彼
ら
の
貴
重
な
肉
声
資
料
だ
か
ら
で
あ
る
。

議
会
議
事
録
が
当
時
の
議
員
た
ち
の
発
言
、
そ
し
て
下
ら
な
い
ヤ
ジ
ま
で
も
い
か
に
正
確
に
記
録
し
て
い
る
か
。
こ
こ
で
、

明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
一
二
月
開
会
の
第
二
二
回
帝
国
議
会
を
例
に
と
っ
て
み
よ
う
。
こ
の
議
会
で
可
決
さ
れ
た
法
案

の
一
つ
が
鉄
道
国
有
化
法
案
で
あ
る
が
、
進
歩
党
を
中
心
と
し
て
反
対
意
見
が
根
強
く
、
議
場
は
大
混
乱
に
陥
っ
た
。
翌
明

治
三
九
年
三
月
一
六
日
、
国
有
化
法
案
は
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
た
の
ち
、
審
議
は
貴
族
院
に
移
っ
た
。
そ
こ
で
、
大
幅
な
修

正
が
行
わ
れ
た
後
、
修
正
案
が
同
月
二
七
日
に
可
決
さ
れ
た
。
同
日
は
議
会
最
終
日
だ
っ
た
の
で
、
た
だ
ち
に
貴
族
院
の
修

正
案
が
衆
議
院
に
回
付
さ
れ
、
再
審
議
と
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
反
対
の
怒
号
が
乱
れ
飛
ん
だ
。
こ
こ
で
同
法
案
の
特
別
委

員
会
委
員
長
で
、
与
党
・
立
憲
政
友
会
の
長
谷
場
純
孝
が
「
も
は
や
議
論
は
す
で
に
尽
き
て
い
る
。
よ
っ
て
、
討
論
を
省
略

し
、
直
ち
に
採
決
す
べ
し
」
と
の
緊
急
動
議
を
提
出
す
る
と
、
反
対
派
の
怒
り
は
最
高
潮
に
達
し
た
。
こ
こ
に
、
日
本
憲
政

史
上
初
の
乱
闘
が
勃
発
す
る
こ
と
と
な
る
（
老
川
『
日
本
鉄
道
史
』）。
長
谷
場
が
動
議
を
提
出
し
た
直
後
か
ら
の
様
子
を
、

議
事
録
か
ら
再
現
し
て
み
よ
う
。

与
野
党
の
間
で
長
谷
場
の
緊
急
動
議
に
対
し
て
「
賛
成
賛
成
！
」「
そ
ん
な
不
当
な
こ
と
は
な
い
！
」
と
の
怒
号
の
応
酬

と
な
っ
た
。
議
事
録
は
そ
の
様
子
を
「
議
論
喧
囂
ヲ
極
ム
」
と
形
容
す
る
。
衆
議
院
議
長
で
立
憲
政
友
会
の
杉
田
定
一
が

「
静
か
に
願
い
ま
す
」
と
何
度
も
た
し
な
め
る
も
、
議
場
は
ま
っ
た
く
鎮
ま
る
気
配
が
な
い
。
ま
ず
は
長
谷
場
提
出
の
緊
急
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動
議
の
採
決
と
な
り
、
賛
成
起
立
者
多
数
で
可
決
と
な
っ
た
が
、
反
対
派
は
「
異
議
あ
り
異
議
あ
り
！
」
と
叫
び
続
け
る
。

対
し
て
長
谷
場
は
「
議
長
の
命
に
従
わ
ぬ
も
の
は
退
場
を
命
ぜ
ら
れ
た
い
」
と
反
対
派
の
野
党
側
を
挑
発
す
る
。
こ
の
騒
然

と
し
た
な
か
、
森
本
駿
議
員
が
「
議
場
に
お
い
て
腕
力
を
用
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
！　

議
長
の
命
に
従
わ
な
い
奴
は
誰

だ
！
」
と
ヤ
ジ
を
飛
ば
し
た
。
議
事
録
の
森
本
の
発
言
か
ら
、
こ
の
時
点
で
議
場
が
す
で
に
暴
力
沙
汰
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。
反
対
派
の
福
井
三
郎
議
員
は
「
今
の
採
決
は
不
当
だ
！
」
と
大
声
を
あ
げ
る
が
、
与
党
側
も
「
議
長
の
命

令
に
従
え
！
」
と
や
り
返
す
。
こ
の
後
も
議
事
録
に
は
「
議
場
騒
然
」
と
の
単
語
が
何
度
も
綴
ら
れ
て
い
る
。
結
局
、
鉄
道

国
有
化
法
案
の
修
正
案
は
、
こ
の
日
の
衆
議
院
で
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

な
お
、
同
月
二
八
日
付
東
京
朝
日
新
聞
、
東
京
二
六
新
聞
、
都
新
聞
、
萬
朝
報
な
ど
の
諸
新
聞
の
記
事
か
ら
補
足
す
る
と
、

長
谷
場
提
出
の
緊
急
動
議
の
採
決
直
後
に
法
案
反
対
派
の
複
数
の
議
員
が
怒
っ
て
杉
田
議
長
を
取
り
囲
ん
だ
。
当
然
、
与
党

側
の
議
員
は
自
派
の
議
長
を
守
る
た
め
に
駆
け
つ
け
た
の
で
、
議
長
前
席
の
演
壇
で
与
野
党
議
員
間
の
大
格
闘
が
始
ま
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
態
に
多
数
の
守
衛
が
出
動
し
て
、
こ
の
騒
動
を
取
り
鎮
め
、
杉
田
議
長
は
何
と
か
緊
急
動
議

の
可
決
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
が
日
本
憲
政
史
上
初
の
乱
闘
議
会
の
顛
末
で
あ
る
。
も
は
や
コ
ン
ト
の
域
に
達
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
議
場
が
こ

こ
ま
で
大
混
乱
に
陥
っ
た
理
由
は
、
も
ち
ろ
ん
鉄
道
国
有
化
法
案
は
賛
否
が
激
し
く
ぶ
つ
か
る
案
件
だ
っ
た
か
ら
だ
が
、
も

う
一
つ
は
杉
田
定
一
議
長
の
議
会
運
営
の
手
腕
が
稚
拙
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
杉
田
は
福
井
市
の
豪
農
出
身
で
自
由
民
権
運

動
た
た
き
上
げ
の
政
治
家
だ
。
彼
は
地
元
で
は
今
や
大
変
な
英
雄
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
業
績
に
対
し
て
過
大
評
価
が
あ

る
こ
と
は
否
め
な
い
。
杉
田
は
議
長
と
し
て
失
敗
し
た
こ
と
一
度
な
ら
ず
、
加
え
て
声
が
小
さ
い
と
の
致
命
的
弱
点
を
持
っ

て
い
た
（
拙
文
「
新
聞
報
道
か
ら
見
た
政
党
政
治
家
杉
田
定
一
」）。
彼
は
平
時
な
ら
ば
い
ざ
知
ら
ず
、
乱
闘
国
会
を
鎮
め
る
に

は
、
あ
ま
り
に
も
不
向
き
な
議
長
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

何
は
と
も
あ
れ
、
帝
国
議
会
議
事
録
が
当
時
の
議
員
た
ち
の
肉
声
や
振
る
舞
い
を
い
か
に
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
か
が
お
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判
り
い
た
だ
け
た
か
と
思
う
。

●
6

　

―
　

華
族
動
物
学
者
議
員
は
帝
国
議
会
で
何
を
語
っ
た
の
か
？

こ
の
よ
う
に
、
議
会
議
事
録
は
議
場
に
お
け
る
真
剣
な
討
論
だ
け
で
な
く
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ヤ
ジ
の
類
ま
で
漏
ら
さ

ず
記
録
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
登
壇
し
た
帝
国
議
会
議
員
が
、
個
々
の
法
案
に
い
か
な
る
見
解
を
述
べ
た
か
、
後
世
の
我
々

に
す
べ
て
筒
抜
け
だ
。
議
員
の
個
人
史
に
重
き
を
お
く
著
作
を
書
き
た
い
な
ら
、
議
会
議
事
録
は
彼
ら
の
肉
声
を
録
音
し
た
、

ま
さ
に
宝
の
山
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
華
族
動
物
学
者
議
員
た
ち
の
帝
国
議
会
に
お
け
る
言
動
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
焦
点
が
ま
っ
た
く
当

て
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
不
可
解
と
い
う
ほ
か
な
い
。
た
と
え
ば
、
村
上
紀
史
郎
氏
の
蜂
須
賀
正
氏
の
伝
記
『
絶
滅
鳥
ド
ー
ド

ー
を
追
い
求
め
た
男
』
が
あ
る
。
蜂
須
賀
の
伝
記
と
し
て
は
最
も
詳
細
な
力
作
で
あ
る
が
、
蜂
須
賀
が
貴
族
院
議
員
に
な
っ

た
と
の
事
実
は
記
す
も
の
の
、
彼
の
議
員
活
動
に
関
す
る
著
述
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
で
あ
る
。
ま
た
、「
博
物
館
建
設
の
父
」
と
し

て
知
ら
れ
る
田
中
芳
男
も
、
膨
大
な
関
連
研
究
論
文
が
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
田
中
が
い
か
な
る
議
員
活
動
を
し
て
い

た
か
、
と
な
る
と
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
の
博
物
館
設
立
の
建
議
案
の
発
議
者
に
な
っ
た
こ
と
以
外
、
誰
も
文
章
に
し

て
こ
な
か
っ
た
。
筆
者
は
「
せ
っ
か
く
議
会
の
議
事
録
が
残
っ
て
い
る
の
に
、
こ
れ
で
は
宝
の
持
ち
腐
れ
で
は
な
い
か
」
と

痛
感
し
、
五
年
ほ
ど
前
か
ら
華
族
動
物
学
者
の
議
会
に
お
け
る
発
言
を
拾
っ
て
き
た
。
高
千
穂
宣
麿
、
中
川
久
知
、
鷹
司
信

輔
、
田
中
芳
男
の
四
名
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
そ
の
成
果
を
発
表
済
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
書
で
は
新
た
に
蜂
須
賀
正
氏
、

黒
田
長
禮
、
三
島
弥
太
郎
の
三
名
に
つ
い
て
も
、
議
会
に
お
け
る
発
言
の
発
掘
を
試
み
る
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
華
族
動
物
学
者
の
多
く
は
、
帝
国
議
会
の
本
議
会
の
場
で
は
概
し
て
口
が
重
か
っ
た
。
彼
ら
は
シ
ャ

イ
だ
か
ら
な
の
か
奥
ゆ
か
し
い
か
ら
の
か
、
何
百
人
も
の
同
僚
の
前
で
堂
々
と
演
説
す
る
の
は
不
得
手
だ
っ
た
よ
う
だ
。
高

千
穂
宣
麿
、
中
川
久
知
、
蜂
須
賀
正
氏
に
い
た
っ
て
は
、
本
議
会
に
お
け
る
発
言
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
少
人
数
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の
委
員
会
に
な
る
と
話
は
別
だ
。
本
議
会
で
は
口
を
へ
の
字
に
結
ん
で
い
た
高
千
穂
で
あ
っ
た
が
、
委
員
会
の
場
で
は
卓
見

を
し
ば
し
ば
披
露
し
て
い
る
。
帝
国
議
会
の
各
委
員
会
に
つ
い
て
も
議
事
録
は
お
お
よ
そ
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
も

ま
た
彼
ら
の
肉
声
資
料
で
あ
る
。

と
く
に
筆
者
が
着
目
し
た
の
は
請
願
委
員
会
の
議
事
録
で
あ
る
。
こ
こ
で
請
願
委
員
会
と
は
何
か
を
簡
単
に
解
説
し
て
お

こ
う
。
請
願
は
大
日
本
帝
国
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
権
利
で
あ
る
。
請
願
書
は
紹
介
議
員
を
通
じ
て
提
出
さ
れ
、
請
願
委
員
長

が
規
定
に
合
す
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
た
後
、
議
長
名
で
受
理
す
る
。
受
理
さ
れ
た
請
願
は
、
委
員
長
名
で
請
願
文
書
表
を

作
成
し
、
議
長
か
ら
全
議
員
に
配
布
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
請
願
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
後
、
採
択
す
べ
き
か
否
か
を
議
決
す

る
。
採
択
さ
れ
れ
ば
本
会
議
で
特
別
報
告
が
な
さ
れ
、
こ
こ
で
も
採
択
が
議
決
さ
れ
れ
ば
、
意
見
書
を
付
け
て
政
府
に
送
付

さ
れ
る
、
と
の
手
続
き
を
踏
ん
だ
（
小
林
『
明
治
立
憲
政
治
と
貴
族
院
』）。
も
っ
と
も
請
願
が
可
決
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の

実
行
を
政
府
に
強
制
で
き
は
し
な
い
が
、
帝
国
議
会
に
議
席
を
持
た
な
い
一
般
国
民
で
も
実
行
で
き
る
議
会
へ
の
直
訴
制
度

と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
当
時
の
帝
国
臣
民
は
い
か
な
る
陳
情
を
請
願
委
員
会
に
持
ち
込
ん
だ
の
か
。
具
体
的
に
は
、
自
分
た
ち
の
村
に
郵

便
局
や
神
社
を
作
れ
と
か
、
故
郷
の
山
々
を
国
立
公
園
に
編
入
し
て
ほ
し
い
と
か
、
国
立
研
究
機
関
の
地
方
支
部
の
建
設
を

求
め
る
、
と
い
っ
た
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
請
願
の
内
容
は
き
わ
め
て
雑
多
だ
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
請
願
委
員
会
に
お
け
る
各

委
員
の
発
言
か
ら
、
国
の
研
究
体
制
や
国
立
公
園
の
在
り
方
な
ど
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
彼
ら
が
ど
う
考
え
て

い
た
か
を
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

個
別
の
法
案
を
審
議
す
る
特
別
委
員
会
で
は
、
中
身
の
本
質
的
な
議
論
に
加
え
、
ど
う
し
て
も
法
案
の
文
言
の
修
正
と
い

っ
た
地
味
な
審
議
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
無
論
、
法
治
国
家
と
し
て
適
切
な
文
言
の
選
択
は
大
事
な
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、
審

議
過
程
を
追
跡
し
て
も
面
白
く
も
何
と
も
な
い
こ
と
が
多
い
。
一
方
、
請
願
委
員
会
で
は
、
臣
民
の
陳
情
の
採
否
を
審
議
す

る
の
で
、
こ
の
時
点
で
は
細
か
い
文
言
修
正
は
行
わ
れ
な
い
。
委
員
会
で
は
そ
の
陳
情
の
採
択
が
適
切
か
否
か
、
時
と
し
て
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委
員
同
士
の
意
見
の
ぶ
つ
か
り
合
い
の
場
と
な
る
。
し
か
も
、
委
員
会
で
は
同
日
に
多
数
の
案
件
が
扱
わ
れ
る
の
で
、「
は

い
、
次
は
こ
れ
」「
は
い
、
終
わ
り
ま
し
た
。
で
は
、
次
に
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
い
っ
た
感
じ
で
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
審
議

が
進
む
。
個
々
の
請
願
案
件
に
対
す
る
議
員
の
発
言
か
ら
、
彼
ら
の
発
想
が
読
み
取
れ
て
、
非
常
に
面
白
い
の
で
あ
る
。

筆
者
に
と
っ
て
、
華
族
動
物
学
者
の
議
員
活
動
が
現
実
の
法
案
や
議
会
政
治
に
与
え
た
影
響
は
、
は
っ
き
り
い
っ
て
ど
う

で
も
よ
い
。
彼
ら
が
成
立
に
邁
進
し
た
法
案
が
最
終
的
に
可
決
さ
れ
た
か
ど
う
か
も
重
要
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
三
島
弥

太
郎
を
除
く
と
、
華
族
動
物
学
者
た
ち
の
乏
し
い
政
治
力
で
は
、
政
局
に
寄
与
す
る
こ
と
は
土
台
無
理
な
話
で
あ
っ
た
。
本

書
で
は
、
華
族
動
物
学
者
議
員
の
議
会
で
の
発
言
、
と
く
に
生
き
物
や
研
究
施
設
が
絡
む
法
案
や
請
願
へ
の
彼
ら
の
発
言
か

ら
、
彼
ら
の
動
物
学
へ
の
理
念
や
問
題
認
識
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
取
り
上
げ
る
の
は
、
彼
ら
の
頭
の
な
か
の
思
考
そ
の
も

の
で
あ
る
。
で
は
、
次
章
よ
り
彼
ら
の
議
員
活
動
を
中
心
と
し
た
生
涯
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。


